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　今日下垂体副腎系機能の勢門に関する試験の

一つとして所謂Thorn’s　testは甚だ著聞である．

然るにThorn’s　testの実施には予めACT　H　25

LU．を筋注するものとepinephrllle千倍溶液

0．3ccを皮下注射するものとあって，両様の方

法が行われているが，一般には前者を以て行う

試験の方がより信用せられている．何れにして

もその際副腎ホルモンの分泌増加が新たに起

り，これが嗜エオジン細胞減少の原因をなすも

のであるという風に信ぜられているものである

が，果して事実はどうか，著者は本報告におい

て或は人体を対象とし，或は実験的に犬を用い

てACTH乃至epinephrlne注射の血漿中主と

してhydrocOrtlsone含量に及ぼす影響を検討し

た．

　因みにこの問題については先にS乙mdberg　et

a1】），　Elyet　a12）がこれに触れ，彼等は血中，

言

開申の所謂17－hydroxycorticosteroids量を測定

しACTH注射ではその増量を認めるが，　epi－

neph「ine注射ではかかる結果を得なかったと報

じている．著者の場合．血漿申ホルモンのレベル

に対する指標として以下述べる如く螢光コルチ

コイド測定を行ったのであるが，本成績におい

ても一般にACTH注射は螢光コルチコイドの
増量を来すに反し，eph〕ephri1〕eではThorn’s　test

に使用せられる如き少：量を以てしては何ら螢光

コルチコイドの増加を証せず，但しその用量如

何によってはこれ亦著明な増量を証することを

観察した．

　なお17－hydroxア。（♪rt｛costeroids測定法といい，

螢光コルチコイド測定法といい，血漿中におけ

る主としてhアdrocbrtisoDe（Comlりound：F）を測

定対象とすることにおいて多く変りはない．

実験材料及び方法

被検：患者及び膏血

被検患者は何れも本教室の入院患者である．Thorn’s

test実施に際してはその耳朶血を採り，螢光コルチコ

イド測定のための採血にに肘翻脈よりこれを行った．
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　試験動物及び採血

　実験に用いた犬は何れもうボナール（田辺製Sodium

5－ethy1－5一（1－n〕ethylbuty】）thiobarbiturate　O・89乃至

1．59）の皮下注射による麻醇を施し，熟睡中のものを

実験台に固定し，皮下，腹腔内，筋肉内，股動脈内の

種々の部にACTH，　epinephrineの種々の量を注射

し，10分，1，2，3，4時聞後壁の時闇を劃して採血

し，螢光コルチコイドの測定に供した．この場合採血

は最も採血し易き股動脈よりこれを行った．

　Thom，s　test

　前夜8時以後は緻食とし当日に豫臥絶食のまま，先

ず白血球用脚ラソジュールの0・5目盛迄耳朶穿刺によ

り湧出する血液を吸い，11日盛迄Hinkelman氏液

（yelIow　eosin　O・59，　pheno1　（95％）　0・5cc，　Formalin

（conc）0・5cc，　Aq・dest・にて全量100ccとする）を

吸い，振盤後Fuchs－Rosentlla1計算板（4mm×4mm

×0．2mm＝3・2mm3）にてエオジン穎粒の黒染せる嗜

エオジン細胞数を数え，xとすれば，1cumm中の嗜
　　　　　　　　　　　　　1
エオジン細胞数は（・×20×舗一・x6・25）により算

出せられる．その減少率は処置前の嗜エオジン細胞数

に対するACTH（ARMOUR製ACTH　251・U・）筋
注，或いはlepinephrine（三共製：塩化アドリナリソ0・3

cc）皮下注射後算定せら才1た細胞壁少数の百分率を以

って表わされた。

　螢光コルチコイド測定法

　試薬

　1）クロロホルム．市販特級クロロホルムに％量の

D・N．P・試薬溶液（5％HCI溶液100cc申2－4－DinL

trophenylhydrazine　50mgを溶解する）を加え数時閻

還流冷却器を附し煮沸，後冷却する．i欠いでクロロホ

ルム層を分離し無水芒硝にて脱水後蒸溜を2回行う．

　2）ベンゼン及び石1由エーテル．夫々約施容の硫

酸を加え振盤し，硫酸の着色しなくなる迄繰返す．後

水洗し蒸溜する．石油エーテルは40。C～60。Cの部分

を探る．

　3）n／10苛性ソーダ溶液．特級苛性ソーダ粒を使

用する．

　4）蒸溜水．再蒸溜水を使用する．

　抽出

　3・8％高麗酸ソPダ1・Occ叉は1％heparine溶液

0．1ccを加えて血液】Occを採り，直：ちに遠心して血

漿を分離する．血漿5ccをクロロホルム25ccにて1

回振盈抽出せる後，クロロホルム層にn／10苛性ソー

ダ2ccにて洗源，短柄コルベンに納め，洗源に使用し

た苛性ソーダ溶液は汐ロロホπム5ccにて再抽出し，

先のクロロホルムに合し，50。C以下にて減圧蒸溜に

付する．斯く一旦乾潤せる残渣をあらためてクロロホ

ルム5ccを使用し溶解，定量的に共栓付遠心管に移し

蒸溜乾固させる．乾零物をベンゼン1ccに溶解，石油

工一テルユccを追加混和する．これに水3ccを加え振

盤手遠心して水里を分離すること2回，水抽出液6Cc

を得る．これよリクロロ’ zルム4ccにて2回抽出を行

い，クロロホルムを反応管に牧め，そのまま減圧乾固

する．

　比螢光

　反応管内乾固被検体に85％燐酸4ccを加えよく混和

後，沸騰水中にて25分間加熱する．

　後氷水中にて急冷し，hydrocortisone　2、μ9を標準と

して島津分光光度計Q：B－50螢光髪置にて比螢光する・

光源はタングステン燈でブー次フィルターはK－7（450

mμ），：二…欠フィノ1ターはYA－3（520mμ以上）である・

　計算

　血漿中中光コルチコイド　Fluorogenic　Corticoids

（F・C・）量はli皆式により計算される．

　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　100
　F・C・一（A－B）×■δσr×一F×C　’μ9／血漿100cc・

　A：検体の螢光の強さ（比螢光度）

　B：盲螢光の強さ

　P：血漿使用量　　　　　　　　　　　　　　り

　C：絢構酸ソーダの補正

　盲螢光．血漿め代りに水を用いる他はすべて警標に

行った場合の盲検値を差引くことにした．盲検値は可

検材料につき比螢光を施行するその都度これを測定し

た．

　本測定にかかる人lm簾内コルチコイド含量の正常値

は9・56±0・92Y／d1（危険率5％）である．

実　験　成　績

a）人体実験

第1表には患者にっき行ったACTH使用

Thorn’s　test成績と螢光コルチコイド量の変化

を示す．本法による正常人血漿中螢光コルチコ
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第1表　患者にっき行えるACTH使用Thorn’s　test
　　　　ど血漿申螢光コルチコイド量の変化

症例

番号

1

2

3

4

5

6

、患者，年令，性

，診断

池上，23，♀
丁丁，性器障碍
（脳腫瘍）

ACTH
量

251．U．

蓑，30，♀
多発性関節リウ　251・U・
マチス

伊藤，26，8
進行性筋萎縮症

小寺，25，8
奪麻疹

三枝，30，δ
30目ノ6月

健康

三枝，30，δ
12日／7月

251．U．

25工．U．

5LU．

251．U．

筋肉内注
射後の
時　　聞

前
2
4

螢光コルチコイ

ド　　Y「d1

14．9
ユ7．6（15．3％）

前
2
4

11．0

15．8（30．4％）

前
2
4

6．2

9．7（56．4％）

前
2
4

5．7

10．6（85．9％）

前
2

前
2
4

11．9
12．8（　8．5％）

9．3

14．5（55．9％）

9．7

嗜エオジ
ン細胞
／Cumm

468
344
288

294
238
200

嗜エオ’ジ

ソ細胞滅
少率％

26．5

38．4

19．4

31．9

63
6
0

125
94
44

156
88
50

90．4

100．0

24．8

64．8

43．6

67．9

　　　　　　　（　　）　内は増加率を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しイド含有量の範囲は8－14γ／100mlで，症例中

には伊藤例，小寺例に見るが如く低い値：を示し

ているものもあるが，兎も角被検症例全部にお

いて注射前時の値より2時間後の値は上昇して

いる．Thorn’s　testはこれ亦何れも明らかに注射

後の嗜エオジン細胞減少が認められるが，第1，

第2例では減少率が梢ζ低値（30％以下）であ

り，コルチコイドの増加率は共に少なく，恰も

エオジン細胞の減少率とコルチコイドの増量と

第2表

大体比例関係にあるが如き成績である．症例5

はACTH　51．　U．筋注による成績であって，

この量ではコルチコイドの増量が顕著でない．

症例6では注射後4時聞目には最早コルチコイ

ドの増量が元に復していることを示している．

叉嗜エオジン細胞の減少は2時間後では4時間

後に比し充分でない．

　次いで第；2表には同じく人体につき行った

ep｛nephrine使用Thorn’s　test成績と血i漿中螢光

患者にっき行えるepincphrine使用Thorn’s　test成績と

　　　血漿二二光コルチコイド量の変化

症例

番号

1

2

3

患者，年令，性Lpi。，ph上下注射

，診断

［．

1ne量

米島，37，♀
肺結核

亭亭，23，δ
尿崩症

吉本，51，ε
肺壊疽

0．3mg

0．3mg

0．3m9

後の時間

前
10分
4時閻

前

10分
4時間

前
10分
4時闇

螢光コルチコイ

ド　Y／dl

ユ4．0

10．1
ユ2．8

10．6
9．9

9．9

10．5
7．5

8．4

嗜エオジ1

ン細胞
／cumm

138
138
56

150
138
81

413
425
200

嗜エオジ
ン細胞減
少率％

0
59．3

8．0

46．0

2．8米

51．5

＊　増加
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勲．

コルチコイド量の変化を示す．嗜エオジン細胞

は注射後4時闇に予期の如く著明な減少を来せ

るに拘わらず，被検3例共にコルチコイド含量

は何ら変化を示さない許りか，植物祠1経系を介

し急葦なその作用が到来するであろうと思惟さ

れる注射後10分値においては却って注射前程よ

り低値である．而して注射10分後の嗜エオジン

細胞の減少は殆んど取るに足らぬものである．

　b）動物実験

　第；3表は成犬にっき行ったACTHによる，

第；4表はepinephrineセこよる血漿中螢光コルチ

コイドの消長を示す．ACTHの場合はA例の

如く徐々に増量するものもあり，C例の如く速

かに既に注射後10分において顕著なる増量を見

るものもあるが，何れも増量を来すことに変り

はない．epinephrineでは体重kg当り10γ注射

のものでは，処置前値に比し注射後は何れも低

値を示し，F例では10分後既に顕著なる減量を

来している．E例はその動注例であるが，これ

は注射後10分には既に増量を来し，4時間にし

て元値に復している．而うしてその10倍量の動

注に至ってはD例の如く著しい増量を来して

いる．C例についてはepineがユrineをkg当り20

γ皮下注射したが，10分後一時減量を認めてい

るが1時間後には増量を見ている、10γでは前

述の通り増量を認めない．嗜iエオジン細胞はF

例に示せる如く減少を示した．これは前記人体

実験と等しい成績である．

第3表　成犬について行えるACTH注射前後の血漿

　　　　　　申螢光コルチコイド量：の変化

番号

1

2

3

動　物
　　　　体重kg
記　号

A
13

C

20．0

9．6

10．0

性

♀

δ

δ

ACTH
　量

201．U．

101．U．

51．u．

注射部位
血漿中螢光コルチコイド

　　　｝一1
・／dI

翻訓琵身矧・劇2劇二二
腹腔内　　14・5

筋肉内　　6・2

筋肉内　　8．4

16．1　　　17．9

9．0

20．7

25．7

8．4

19．4

5．9

エ8．9

：第4表成犬について行えるepinephrine注射前後の

　　　　血漿毒素光コルチコイド量の変化

番号

1

2

3

4

5

動　物

記　号

：D

E
C
C

：F

体重k9

10．G

10．0

10．0

10．0

8．2

性

♀

♀

δ

δ

6

・p…ph・l

ine　量
注射部位

血漿申螢光コルチコイド　Y／dl

　1丁目股動脈内

0・1mgl股動脈内

0・2nユ9　　皮　　一ド

0・1mg岐下

　　　1

・・1m・1皮下

注射前野射劉・劇3劇・時間

18．0

3．9

12．8

5．9

5．3

33．0　　　　47．6

6．4　　　4．6

8．8　 1　16．7

1：：陪：1

（0．8％）　（35．6％）

β0．4

（44・5％）

3．9

20．1

4．4

（49・2％）

5において（　）内は嗜エオジン細胞減少率を示す．

考

　ACTH投与により，叉これに代って間脳，引

続き脳下垂体前葉を刺戟してACTHを放出せ

しめるものとしてepinephrineを用いた場合，

結果として等しく嗜エオジン細胞の減少を来す

按

ことに注目し，その減少率の多寡により下垂体

副腎系機能の面前を知ることは所謂Thorn’s

testの原理をなすものである．しかしこの場合

嗜エオジン細胞の減少に係わる因子は何であろ
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うか，今日これについては種々議論の存する所

である．

　そもそも下垂体前葉よりACTHが分泌され

るにはstress及びstreSS様の歌態が考えられ，

これは，或は視丘下部を中継所3）・4）・5）両として，

兎に角下垂体前葉に達し，斯くて刺戟を受けた

下垂体前葉は專らACTHを増産し，次いで副

腎皮質ホルモンの分泌を促すものといわれてい

る・、

　而もstres9，外多くのstγess様三態は何れも

副腎髄1質からepinephrineを放出せしめ，交感

祠軽興奮を惹起することがその実態をなすもの

であるとも読かれる7）S）．

　若しこれを事実とするならばepinephriDe注

射によるThorn’s　testの成績はACTH：による

同試験と同価値であるということになる．

　しかし一方Sayers等はepillephineは末梢に

おける副腎皮質ホルモンの利用を武芸する故

に，これらのステロイドの減量を来し，結果と

して下垂体前葉が刺戟されてACTHの分泌を
行うとした9）1｛｝）11），更にVogt　12）13）は下垂体除

去動物（ラソ1・，マウス）についてepillephrine

が夫々淋巴球，嗜エオジン細胞の減少を来すこ

とから，下垂体を介せず直接副腎の刺戟が行わ

れることを示凌したが，河原等1りの成績では

白鼠において不定の成績を得，叉epinePhrire

－eosiDOpenleの発生機転については兎に角これ

により脳下垂体経由のACTH分泌過程を否定

することは出来まい．

　今Thoru’s　testを下垂体副腎系機能活動の指

標たらしめんとするどき，ep｛11ephTille投与が下

垂体前葉を介してACTBの分泌を充進せしめ，

以て副腎機能を賦活するものと考えれば，当然

血漿中螢光コルチコイドに何らかの増量を認め

ねばならぬ筈である．にも拘わらず本実験にお

いて見る如くepinePhrineを注射してはACTH

注射時におけるが如く何ら螢光コルチコイドの

増量を認めず却ってその減量をさえ認めたこと

は，正にEly　et　a1，　Sal、dberg　et　al．の成績に

一致する．

　著者は：更に成犬についてThor11’s　testに使用

するepfllephrine量をその体重当りに換算し，

これを皮注してその血漿中野光コルチコイド：量

に及ぼす影響を観察したが，これ亦患者につい

ての結果と同じく決してコルチコイド量の増：量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β
を認め得なかった．

　Ely，　Hray，　Ralie，　Ke11y　2）はその対象を何れ

も小見に置き，epinePhrhle　O．01m9／kg皮注，

ACTH　251．　U．筋注により2時間後の血i漿申

17－OH－corticosteroldsをNelso11－Samuelsの法に

より測定し，ACTHによっては増量を示した

が，epinephrineにては認むべき変化のないこと

を記録した．叉Sandberg，　NdSQn，　palmer，

Samuels，　Tyler　1）は．同じくACTH，epillephrine

の種々の量を250ccの食塩：水にて稀釈し，徐々

にi数時間に亘り青鶉底内に投与し，血漿中17－

OH－corticosteroidg，尿中17－OH－corticosteroids，

及び17－ketostero｛dsを測定しているが，その結

果ACTHでは増量を示し，　epinephrilleでは認

むべき変化を示さなかったと報告した．

　然らば著者が上記人体試験に認めたるが如き

epinephrine少量注射の場合におけるコルチコイ

ドの若干の減少がACTH分泌の刺戟となり，

嗜エオジン細胞の減少を促すものであろうか，

若し回りとすれば犬の実験において経験したよ

うに比較的大：量のepinephr｛ne注射が血漿中コ

ルチコイドの増量を二って顕著なeosinopeDie

を来すことと矛盾する．

　なおepinephrineを比較的大量注射せる場合

に血漿二二光コルチコイドの顕著な増量を来し

たことは上記の如くであるが，前述Sandberg

等はepinephrineの大量を与えても特に血i漿申

17－OH－cortlcosteroidsの増量：を認めないことを

報告した．しかしこれはepiDephrineを徐々に

長時間を費して注入したためのものであり，著

者の如く一挙に注入した場合と条件を異にして

いる．

　Salldberg等は彼等の実験によってeplnephrine

は脳下垂体を刺戟してACTHを放出するもの

でもなく，叉epinephrille投与により末梢にお
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いてコルチコイドの利用が充まって下垂体をし

てACTHを生産せしめるものでもないとし，

叉epinephrineが直接副腎を刺戟するというに

至っては到底これを認むべきでないとしたが，

著者は如上の実験結果からepinephrineの少量

皮下注射がeoslnopeDieを来す機転は決して血

i漿中コルチコイドの増量にあるのでもなく，叉

その末梢における浩費増加にあるのでもないと

いうことは認めるとして，epinephrineの同量を

一挙に動注して多少とも血漿コルチコイドの増

量を惹起せる事実は，epinephrhleが下垂体を経

てACTHの分泌を促すであろうことを未だに

全く否定せしめない・但しkg当り10γ動注に相

当するが如き（叉はそれ以下であっても宜しい）

結

　人叉は成犬を対象とし，その血漿1中瀬光コル

チコイド量に及ぼすACTH乃至epinephrine

注射の影響を検討し次の結論を得た．

　1）　Thom’s　testに使用せら；れる量のACTH

筋注乃至ePDiePhrine皮注を行い，共に顕著な

る嗜エオジン細胞の減少を来さしめたる場合，

前者において血漿中螢光コルチコイドの増量を

見るに拘わらず，後者においてその増：量がな

い．

　しかしepinephrineの同上量を犬において動
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